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楽しすぎる修学旅行を!! ～100年後もわれらの記憶にあれ！～

上の題名は今年度の修学旅行のテーマです。果たして達成されたのでしょうか？出発

前に３年生に「修学旅行で守るべき４項目」を示しました。

①不注意による事故やけがを防ぐ。

②不摂生による病気や体調不良を防ぐ。

③小遣いをはじめとする貴重品の紛失を防ぐ。

④集団行動における決められた時間を守る。

１日目－上野駅到着後は班ごとに鎌倉や横浜に移動し、それぞれの計画にしたがって見

学してから夕方に山下公園に集合。徒歩で中華街のレストランに行き、食べき

れないほどの上海料理を満喫。

２日目－池袋のホテルを出て、班ごとに都内の見学。昼前に東京スカイツリーのチェッ

クポイントを通過し、午後も班ごとの見学。夕方にお台場のフジテレビ近くの

広場に集合。夕食は視界に入りきれないほどたくさんの和洋中料理を無我夢中

で詰め込む。劇団四季のミュージカル「キャッツ」の観劇。

３日目－前日と同じホテルからバスで国会議事堂に移動し、衆議院を見学。朝一番の見

学をめざして多くの団体が集合したため、かなりの待ち時間あったが、ディズ

ニーランドまでの道路が空いていたおかげで予定より早めに到着。11:30 から
21:00まで“夢の世界”に浸る。

４日目－ディズニーランド近くのホテルからバスで浅草へ。仲見世で好きなものを食べ

てから上野公園へ。全員で動物園を見学後、班ごとに美術館や博物館へ。そし

て、東京都は 10度以上も気温が低い八戸へ。

４項目のうち、①～③は完璧でした。④に関しては、電車

に乗り切れずに班員とはぐれたとか、乗るべき電車を間違

えたとか、就寝時刻を過ぎてもテレビやドライヤーが眠っ

ていないなどがありましたが、日を追って改善されました。

何よりもすばらしかったのは、集合時にありがちな「静か

にしてください」を耳にすることがなかったという点です。

ということで、「100 年後の記憶はどうであれ、楽しすぎる修
学旅行は達成！」
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生徒のおかげで「楽しすぎる」

を満喫する引率者たち(^_^)v

教科書やワーク等のサイズが大きくなり素材もやや重いものに変わってきたため、全

国的に背負いカバンの重さが話題になっています。成長期にある子どもたちにとって登

下校時のカバンが重すぎると市議会でも取り上げられることもあったそうです。

そこで、本校では昨年度からこの課題について生徒会が中心となり対応策を考えてき

ました。中に入れるものを軽くするために、今まで学校に置くことが許されていた道具

以外にも置いていってよいものを増やすことを考え、昨年度の３学期に全ての勉強の道

具等を置いていってよいという試みが実施されました。それによって「宿題忘れが増え

る」「家庭学習がなされない」「机、ロッカーが煩雑になる」等が心配されましたが、結

果は良好だっため、生徒会が以下のルールを５月１０日の生徒総会で提案し、全職員に

よる承認を得ました。さらに校長、生徒会長(源波くん)の契約書への押印が生徒総会の

場でなされました。学習道具の置き帰りを「リュッカル」と呼ぶことになりました。

【リュッカル ルール】

①学年で決められている「置いていっていいもの」以外を学校に置いていくことができる。

②毎日置いていくことができる。

③テスト週間も置いていくことができる。

④置いていく場所は自分のロッカーの端とし、きれいに並べて置く。

⑤毎週金曜日に各学級の学習委員が置き具合をチェックする。もし、置き方が良くない者がい

たら、学級担任へ報告をする。置き方のひどい状態が続く者や日常生活でのだらしなさが見

られた者に関しては、学年の判断で学級担任または学年主任から禁止令を出すことができる。

⑥不定期に生徒会執行部が各教室を回り、「リュッカル Good」（状況の採点）を実施し、玄関
前の掲示によって全校に知らせる。

⑦ファイルにとじられているプリントはよしとするが、プリントをそのまま置くのは禁止とする。

売市にお住まいの中居万里子様から、ドウダンツツジをいただき

ました。幅 270cm、高さ 130cm の見事な生け垣です。南校舎脇のス
ペースに合わせて育てたのかと思えるくらいぴったりのサイズで

す。春には白い花が咲き、秋には葉っぱが真っ赤になるそうです。

本校の庭がさらに素晴らしいものになりました。

中居様のご主人は昨年ご逝去された、元長者中学校長の中居貞夫

様です。

速報！ 朗報！

八戸市連合ＰＴＡ主催の広報紙コンクールにおいて、本校の『大銀杏』

が最優秀賞に輝きました。広報委員会の皆様、おめでとうございます。


